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第 31 回ペスタロッチー教育賞  

表彰式・記念講演、記者会見のご案内 

 

 

情報提供 

広島大学教育学部とペスタロッチー教育賞実行委員会は、優れた教育実践を行って

いる個人・団体を顕彰する第 31 回ペスタロッチー教育賞の表彰式及び記念講演を、

令和 4 年 12 月 22 日（木）に東広島キャンパスで開催しますのでご案内いたします。 

 

記 

 

受賞者：北川 聡子（きたがわ さとこ） 氏 

    （社会福祉法人麦の子会 理事長兼総合施設長） 

 

表彰式・記念講演 

日 時：令和 4 年 12 月 22 日（木）12:50～14:20 

表 彰 式 12:50～ 

記念講演 13:20～ 

場 所：広島大学教育学部 K201 講義室 

     （東広島市鏡山一丁目 1 番 1 号） 

主 催：広島大学教育学部，ペスタロッチー教育賞実行委員会 

後 援：もみじ銀行、中国新聞社 

プログラム： 

  1 主催者挨拶  

ペスタロッチー教育賞実行委員会 

委員長（広島大学長）        越 智 光 夫 

  2 祝 辞 

     もみじ銀行頭取           小 田 宏 史 

  3 表彰状授与及び胸像贈呈 

ペスタロッチー教育賞実行委員会 

委員長（広島大学長）        越 智 光 夫 

  4 記念品贈呈 

     中国新聞社代表取締役社長      岡 畠 鉄 也 

  5 記念講演 

 

 

記者会見 

日 時：令和 4 年 12 月 22 日（木）14:30～（15 分程度） 

場 所：広島大学教育学部第二会議室 

（東広島市鏡山一丁目 1 番 1 号） 

 

広島大学広報室 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-3749 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 



 

【お問い合わせ先】 

広島大学教育学部内  

ペスタロッチー教育賞実行委員会事務局 岸本 

TEL:（082）424-5605 

E-mail:ed-ken-zai@office.hiroshima-u.ac.jp 

 発信枚数：Ａ４版 6 枚（本票含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【第 31 回ペスタロッチー教育賞受賞者紹介文】  

 

 第 31 回ペスタロッチー教育賞受賞者に、北川 聡子（きたがわ さとこ）氏が選

ばれましたので発表いたします。 

 

【第 31 回ペスタロッチー教育賞 受賞者】 

社会福祉法人麦の子会 理事長兼総合施設長 

北川 聡子（きたがわ さとこ） 

 

【略歴】 

1960 年生まれ。1983 年北星学園大学文学部社会福祉学科卒業、2005 年アラ

イアント国際大学・カリフォルニア臨床心理大学院日本校修了。公認心理師。大学卒

業と同時に仲間 4 人と障がいのある子どもが通うことのできる場として無認可で「麦

の子学園」をスタート。1996 年に社会福祉法人として認可を受ける。子どもや家族

の困り感に寄り添い、児童発達支援センターを中心に１km 圏内に乳幼児期から成人

期まで支援する 57 の事業所を設立、「子育ての村」を作り上げた。現在、社会福祉

法人麦の子会理事長。 

（社会福祉法人麦の子会 所在地：北海道札幌市東区北３６条東９丁目１－１ むぎの

こビル） 

 

【授賞理由】 

 北川氏は 1983 年に発達に困り感のある就学前の子どもとその親への支援のため

に、札幌市において認可外保育施設「麦の子学園」を設立。その後、試行錯誤の実践

を繰り返しながら、社会福祉法人麦の子会（施設名は「むぎのこ」）として成人部門・

社会的養護部門・地域支援部門として事業を拡大し、「発達支援」「相談支援」「家族

支援」「地域支援」を柱として個別的なニーズに応じた支援を行っている。 

 大学生 4 人で始めた支援活動は、特定の理論やモデルに基づいて展開されたという

よりも、それぞれの子どもの育ちや親の困り感、ニーズひとつ一つに応答する中で結

果的に生まれてきたものであり、その支援は乳幼児期から成人期へ、子どもの困り感

だけでなく家族や周囲の人の困り感へと拡大してきた。「子どもを育てるのは、村中

の大人の知恵と力と愛が必要です」という「むぎのこ」の療育基本方針に示されてい

るように、その支援は障がいのある子どもとその家族を地域全体で支え、生きる基盤

となる「子育ての村」を理念としている。 

障がいがある子どももない子どもも、大切なかけがえのない命と捉え、困り感を抱え

た子ども一人ひとりの尊厳回復を志すとともに、生きる基盤を支えるための家族支援、

地域支援に取り組んでいる北川氏の活動は、子どもたち自身の生活を支えるのみなら

ず、その陶冶の場である家庭の重要性や人間の尊厳を守る社会への改革を説いたペス

タロッチーの精神に繋がる。氏の長年のご努力とご功績を称え、ペスタロッチー教育

賞を贈り、高く顕彰する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

受賞者 北川 聡子（きたがわ さとこ） 氏 

    （社会福祉法人麦の子会 理事長兼総合施設長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第 31 回ペスタロッチー教育賞表彰式及び記念講演 

 

 

日  時  令和 4 年 12 月 22 日（木）12:50～14:20 

表 彰 式 12:50～ 

記念講演 13:20～ 

 

場  所  広島大学教育学部 K201 講義室 

（東広島市鏡山一丁目 1 番 1 号） 

 

主  催  広島大学教育学部，ペスタロッチー教育賞実行委員会 

 

後  援  もみじ銀行，中国新聞社 

 

受 賞 者  北川 聡子 氏 

      （社会福祉法人麦の子会 理事長兼総合施設長） 

 

プログラム 

1 開会の辞 

 

 2 主催者挨拶 

ペスタロッチー教育賞実行委員会委員長（広島大学長）  越 智 光 夫 

  

3 祝辞 

   もみじ銀行頭取                    小 田 宏 史 

  

4 表彰状授与及び胸像贈呈 

ペスタロッチー教育賞実行委員会委員長（広島大学長）  越 智 光 夫 

  

5 記念品贈呈 

   中国新聞社代表取締役社長               岡 畠 鉄 也 

  

6 記念講演 

 

 7 閉会の辞 

 

 

【問合せ先】  

広島大学教育学部内  

ペスタロッチー教育賞実行委員会事務局 岸本 

TEL:（082）424-5605 

E-mail:ed-ken-zai@office.hiroshima-u.ac.jp 

 

 

 

 

 



 

（別紙） 

 

ファックス返信用紙 

 

FAX：082-424-6040 

広島大学広報室 行 

 

 

第 31 回ペスタロッチー教育賞 

表彰式・記念講演、記者会見のご案内 

 

 

□ 表彰式・記念講演 

日 時：令和 4 年 12 月 22 日（木）12:50～14:20 

表 彰 式 12:50～ 

記念講演 13:20～ 

場 所：広島大学教育学部 K201 講義室 

      （東広島市鏡山一丁目 1 番 1 号） 

 

□ 記者会見 

日 時：令和 4 年 12 月 22 日（木）14:30～（15 分程度） 

場 所：広島大学教育学部第二会議室 

（東広島市鏡山一丁目 1 番 1 号） 

 

 

貴社名：                      

部署名：                      

ご芳名：               （計  名） 

電話番号：                     

 

 

 

誠に恐れ入りますが、取材いただける場合は上記にご記入いただき、12 月 21 日

（水）16 時までにお知らせ願います。取材希望項目へ☑をお願いいたします。 

 


